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展
示
し
、
高
鮮
度
・
高
品
質
の
本
県
水

産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

鮮
魚
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
近
年
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
エ
ラ
・
内
臓
除
去

後
、
真
空
包
装
し
た
形
態
で
の
展
示
を

行
い
、
加
工
品
に
つ
い
て
は
、
長
崎
県

総
合
水
産
試
験
場
（
研
究
機
関
）
と
共

同
開
発
し
た
「
長
崎
ぶ
り
餃
子
」
の
試

食
提
供
を
し
な
が
ら
、
本
会
商
品
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪
」
は
、

大
日
本
水
産
会
主
催
の
水
産
を
テ
ー
マ

と
し
た
西
日
本
最
大
級
の
水
産
見
本
市

で
あ
り
、
今
年
は
「
通
販
食
品
展
示
商

談
会
大
阪
」
と
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
は
、
約

２
３
０
社
が
出
展
し
２
日
間
合
わ
せ
て

約
１
万
人
が
来
場
さ
れ
、
終
日
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

本
会
ブ
ー
ス
で
は
鮮
魚
セ
ッ
ト
（
養

殖
ぶ
り
・
養
殖
ヒ
ラ
マ
サ
・
ま
が
き
等
）、

加
工
品（
長
崎
ぶ
り
餃
子
・
イ
カ
・
タ
コ
・

イ
サ
キ
ス
ラ
イ
ス
・
剣
先
い
か
姿
造
り

等
）、乾
物
品
（
煮
干
・
カ
ッ
ト
わ
か
め
・

い
り
こ
ふ
り
か
け
等
）、
約
40
品
目
を

GYOREN NEWS

　

さ
る
２
月
19
日
か
ら
20
日
に
か

け
て
、
大
阪
市
に
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｃ

ホ
ー
ル
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第
22
回

シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
推
進
部
　
営
業
課

第
22
回
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪開会セレモニーの様子

本会ブースの様子

　

今
回
の
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
参
加

し
、
全
国
的
に
資
源
が
減
少
傾
向
に
あ

る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
・
ス
ル
メ
イ
カ
・
サ

バ
・
ア
ジ
等
の
加
工
原
料
及
び
養
殖
ぶ

り
フ
ィ
レ
が
全
国
的
に
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、
フ
ィ
レ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

が
非
常
に
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
養
殖
ぶ
り
・
鮮
魚
セ
ッ
ト
と

い
っ
た
商
品
の
輸
出
関
係
に
対
す
る
問

い
合
わ
せ
も
多
く
あ
り
、
本
会
と
し
て

も
力
を
入
れ
始
め
て
い
る
部
門
で
あ
る

た
め
、
今
後
は
輸
出
体
制
も
強
化
し
な

が
ら
、
国
外
へ
の
販
売
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

本
会
の
加
工
場
で
は
、
昨
年
よ
り
ア

ル
コ
ー
ル
凍
結
機
を
導
入
し
、
様
々
な

用
途
に
合
わ
せ
た
商
品
提
供
が
出
来
る

た
め
、
新
規
開
拓
だ
け
で
は
な
く
、
既

存
の
取
引
先
に
も
新
商
品
の
提
案
を
行

い
、
本
県
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
及
び
販
売
強

化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
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〇
研
修
内
容

Ⅰ「
Ｊ
Ｆ
監
事
の
役
割
に
つ
い
て
」

Ⅱ「
監
事
監
査
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構　

�

監
査
委
員
長　

近
江　

正
幸
氏

　

研
修
Ⅰ
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
義
務

と
責
任
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
心
構
え

や
役
割
、
法
的
責
任
の
実
務
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
漁
協
経
営
の

健
全
化
に
向
け
て
の
監
事
の
職
務
と
実

務
上
の
留
意
点
・
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

実
の
た
め
の
知
識
と
技
能
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
漁
協
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
当
研
修
会
は
例
年
３
年
毎
に

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
、
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
県

内
62
漁
協
の
う
ち
42
漁
協

（
１
２
８
名
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
参
加

者
全
員
で
「
役
員
宣
誓

10
ヵ
条
」
の
唱
和
の
後
、

本
会
髙
平
会
長
に
よ
る
主

催
者
挨
拶
で
は
、
漁
業
者

の
減
少
や
高
齢
化
、
職
員

の
不
足
等
に
よ
り
漁
協
経

営
が
多
く
の
困
難
に
直
面

し
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、

漁
協
に
お
け
る
監
事
の
役

割
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

当
研
修
会
は
、
漁
協
監
事
の
役
割
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
監
査
機
能
の
充

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

　

さ
る
１
月
23
日
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
長
崎
に
お
い
て
県
下
漁
協

の
監
事
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

総
務
指
導
部
　
指
導
課

令
和
６
年
度
『
漁
協
監
事
研
修
会
』を
開
催

JF全国監査機構
近江監査委員長

Ⅲ�「
長
崎
県
の
漁
協
の
現
状
と
運
営
適

正
化
に
つ
い
て
」

長
崎
県
水
産
部
漁
政
課
検
査
指
導
班

�

参
事　

神
嵜　
　

誠
氏

　

県
下
漁
協
の
現
状
や
漁
協
を
取
り
巻

く
近
年
の
動
向
及
び
課
題
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
漁
協
職
員
の
業
務
負
担

が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
業
務
効
率
化

に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
や
漁

協
合
併
に
よ
る
組
織
基
盤
強
化
の
必
要

性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
今
後
の
参
考
と

な
っ
た
」「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」
等
の

意
見
が
多
く
あ
り
、
今
後
も
参
加
者
の

希
望
に
応
え
つ
つ
、
よ
り
実
り
あ
る
研

修
会
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

研修会の様子

長崎県水産部漁政課
神嵜参事
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今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
未
来

の
養
殖
を
考
え
る
～
養
殖
業
界
激
動
の
時
代
を

迎
え
て
～
」
と
設
け
ら
れ
、
最
初
に
全
海
水
竹

田
会
長
の
主
催
者
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
を
代

表
し
て
水
産
庁
高
橋
増
殖
推
進
部
長
及
び
愛
媛

県
中
村
知
事
の
挨
拶
の
後
、
左
記
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
「�

養
殖
の
未
来
を
考
え
る
～
総
合
海
洋
産
業

と
し
て
の
養
殖
業
～
」

長
崎
大
学
海
洋
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
環

東
シ
ナ
海
環
境
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

�

教
授　

征
矢
野　

清
氏

　

な
が
さ
き
の
海
か
ら
「
安
心
・
安
全
な
水

産
物
生
産
を
維
持
し
魚
食
文
化
を
守
る
こ
と
」、

そ
し
て
「
日
本
の
水
産
業
の
明
る
い
未
来
を
つ

く
る
こ
と
」
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
な

が
さ
き
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
に
つ
い
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
病
原
体
や
赤
潮
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
滞
留
し
に
く
い
沖
合
養
殖
へ
の
移
行
や
、

生
産
者
の
作
業
負
担
を
軽
減
す
る
為
の
技
術
開

発
（
Ｉ
Ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
の
導
入
）
な
ど
、
若
者
が

魅
力
を
感
じ
る
水
産
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構

築
を
目
指
す
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
●
「�

愛
媛
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
試
験

研
究
の
現
状
と
種
苗
生
産・育
種
の
事
例
」

愛
媛
県
農
林
水
産
研
究
所
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー　

�

セ
ン
タ
ー
長　

渡
邉　

昭
生
氏

　

愛
媛
県
水
産
業
の
概
要
や
、
ス
マ
・
マ
サ
バ

の
種
苗
生
産
、
養
殖
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
現
状
、
マ
ダ
イ
・

ブ
リ
な
ど
の
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
育

種
の
事
例
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
感
染
症
対

策
や
高
水
温
耐
性
の
育
種
に
つ
い
て
苦
慮
し
て

い
る
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
会
場
に
て
ト
ラ
フ
グ
養
殖
部
会
が

開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
か
ん
水
魚
協
会
の
前
田
会
長
（
ト
ラ
フ

グ
養
殖
部
会
長
）
進
行
の
も
と
、
各
県
よ
り
現

在
の
在
尾
数
や
販
売
状
況
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
出
席
者
に
よ

る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

GYOREN NEWS

「第47回全国海水養殖シンポジウム」
………………………………………………… 長崎県かん水魚類養殖協議会

　

さ
る
１
月
28
日
、
愛
媛
県
松
山
市
に
あ

る
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
に
て
、「
第
47

回
全
国
海
水
養
殖
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
２

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
養
殖
業
の
振
興
と
発
展
を
目
的

と
し
、
本
県
か
ら
は
本
協
議
会
平
野
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
27
名
が
参
加
し
、
合
計

約
５
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第 47回全国海水養殖シンポジウムの様子

トラフグ養殖部会・全体部会の様子
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【
水
産
庁
】

　

水
産
庁
で
は
、
資
源
管
理
部
資
源
調
整
課
資

源
管
理
室
対
応
の
も
と
、
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
赤
塚
室
長
か
ら
は
、
水
産
庁
が
進
め

て
い
る
「
資
源
管
理
の
仕
組
み
」
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
本
協
議
会
役
員
か
ら
は
、

「
減
少
す
る
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
の
原
因
究
明
」

「
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
の
重
要
性
」「
諸
外
国
と
協

力
し
た
資
源
管
理
体
制
の
構
築
」
等
の
意
見
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
全
国
い
か
釣
漁
業
協
議
会
】

　

冒
頭
、
常
任
幹
事
で
あ
る
全
国
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
三
浦
常
務
よ
り
、
近
年
の
ス
ル

メ
イ
カ
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
内
容
や
、
全
国
的
な

ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
状
況
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
令
和
６
年
漁
期
の
漁
獲
量
は
、�

昨
年
漁
期
の
１
５
，０
０
０
ト
ン
は
上
回
る
も

の
の
、２
０
，０
０
０
ト
ン
に
は
至
ら
な
い
見
込

み
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
７
年
漁
期
に
お
け
る

Ｔ
Ａ
Ｃ
数
量
は
１
９
，２
０
０
ト
ン
が
提
案
さ

れ
、
昨
年
漁
期
と
比
較
し
約
７
割
減
少
し
た
数

量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
協

議
会
役
員
か
ら
は
、「
小
型
い
か
釣
漁
業
者
へ

の
配
分
」「
沿
岸
漁
業
の
高
品
質
な
魅
力
ア
ピ
ー

ル
」
等
の
意
見
が
挙
げ
ら
れ
、
本
県
い
か
釣
漁

業
者
に
不
利
益
が
な
い
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
の
要
請
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

【
水
産
研
究
・
教
育
機
構 

開
発
調
査
セ
ン
タ
ー
】

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
沿
岸
い
か
釣
漁
場
の
形

成
要
因
解
明
や
漁
場
予
測
モ
デ
ル
の
開
発
の
為
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
を
搭
載
し
た
調
査
操
業
や
、
漁
船
観

測
デ
ー
タ
を
用
い
た
環
境
予
測
モ
デ
ル
の
高
度

化
な
ど
、
様
々
な
調
査
事
業
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
ク
ロ

マ
グ
ロ
に
よ
る
い
か
釣
漁
具
の
被
害
」
に
つ
い

て
も
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
寄
せ
付
け
な
い
水
中
灯

の
開
発
な
ど
、
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
調
査
事
業
で
は
、
地
元
の
正
確
な

デ
ー
タ
が
成
果
に
結
び
つ
く
と
の
こ
と
で
、
本

協
議
会
に
対
し
情
報
提
供
の
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
本
協
議
会
と
し
て
も
、
今
後
の
い
か
釣
漁

業
の
発
展
の
為
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
協
力
体
制

を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
県
外
浜
廻
り
活
動
を
通
じ
て
、
改
め

て
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し

た
。
本
協
議
会
と
し
て
は
、
い
か
釣
漁
業
者
の

経
営
健
全
化
、
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

今
後
も
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

『長崎県いか釣漁業協議会』令和６年度県外浜廻り活動
……………………………………………………… 長崎県いか釣漁業協議会

　

さ
る
１
月
27
日
か
ら
１
月
29
日
に
か
け

て
、
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
管
理
や
、
今
後
の

い
か
釣
漁
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う

た
め
、「
水
産
庁
」「
全
国
い
か
釣
漁
業
協

議
会
」「
水
産
研
究
・
教
育
機
構 

開
発
調

査
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
し
、
県
外
浜
廻
り

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

全国いか釣漁業協議会との意見交換の様子

水産庁との意見交換の様子
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本
大
会
は
、
全
国
の
青
年
・
女
性
漁
業
者

が
、
日
頃
の
研
究
・
実
践
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
間
の
交
流
に
よ

り
知
識
や
情
報
を
共
有
・
進
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
水
産
業
・
漁
村
の
発
展
と
活
性
化
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
県
か
ら
は
、
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
第

27
回
長
崎
県
青
年
漁
業
者
交
流
会
長
崎
県
大

会
で
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
吉
浦
祐
大
氏

（
九
十
九
島
漁
業
協
同
組
合
鹿
町
青
壮
年
部
）

及
び
、優
秀
賞
を
受
賞
し
た
下
條
浩
人
氏（
壱

岐
地
区
漁
業
士
会
）
の
２
組
が
長
崎
県
の
代

表
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
５
つ
の
分
科
会
に
分
類
さ
れ

「
第
１
分
科
会
：
資
源
管
理
・
資
源
増
殖
部

門
」「
第
２
分
科
会
：
漁
業
経
営
改
善
部
門
」

「
第
３
分
科
会
：
流
通
・
消
費
拡
大
部
門
」「
第

４
分
科
会
：
地
域
活
性
化
部
門
」「
第
５
分

科
会
：
多
面
的
機
能
・
環
境
保
全
部
門
」
か

ら
と
な
り
ま
す
。
吉
浦
氏
は
第
５
分
科
会
：

多
面
的
機
能
・
環
境
保
全
部
門
、
下
條
氏
は

第
３
分
科
会
：
流
通
・
消
費
拡
大
部
門
で
そ

れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
は
15
分
以
内
で
あ
り
、
発
表
終
了
後

に
５
分
程
度
審
査
員
か
ら
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
吉
浦
氏
、
下
條
氏
は
共
に
緊
張
し
た

面
持
ち
で
発
表
し
、
終
了
後
は
安
堵
し
た
表

情
が
印
象
的
で
し
た
。

　

２
日
目
に
は
各
部
門
の
審
査
員
代
表
者
か

ら
な
る
講
評
や
各
賞
受
賞
者
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
吉
浦
氏
が
Ｊ
Ｆ
全

国
女
性
連
・
Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連
会
長
賞
及
び

全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞

し
、
下
條
氏
が
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
の
概
要
に
つ
い
て
は
次

号
以
降
に
紹
介
致
し
ま
す
。

『第30回全国青年・女性漁業者交流大会』が開催さる
…………………………………………………… 長崎県漁協青壮年部連合会

　

さ
る
３
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て

「
第
30
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交

流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
36
団
体
が
日
頃
の
研
究
・
実
践
活

動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

吉浦氏が発表している様子下條氏が発表している様子
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まぐろを解体している様子

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
「
み
ん
な
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

～
お
と
な
も
こ
ど
も
も
あ
つ

ま
ろ
う
～
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
子
ど
も
が
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、

子
育
て
や
医
療
な
ど
の
生
活
密
着
情
報
を
発
信
す
る
ブ
ー
ス
、
家
族
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
家
族

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
２
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
や
高
校
生
に
よ
る
吹
奏

楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
著
名
人
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
に
加
え
て
ま

ぐ
ろ
の
解
体
シ
ョ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

解
体
シ
ョ
ー
で
は
、
本
協
議
会
の
部
会
長
で
あ
る
双
日
ツ
ナ
フ
ァ
ー
ム

鷹
島
㈱ 

大
西
氏
の
マ
イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
始
め
、
同
社
の
永
田
氏
、

山
岡
氏
の
巧
み
な
包
丁
さ
ば
き
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
く
ろ
ま

ぐ
ろ
に
関
す
る
情
報
や
豆
知
識
を
ク
イ
ズ
方
式
で
伝
え
、
正
解
者
の
中
か

ら
じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
た
選
ば
れ
し
者
に
ま
ぐ
ろ
の
柵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。
勝
ち
取
っ
た
来
場
者
は
満
面
の
笑
み
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
と
し
て
、
本
県
養
殖
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
貴
重
な
Ｐ
Ｒ
の
場
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
県
内
外
問
わ
ず
消
費
者
へ
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

　

本
会
で
は
、
会
員
相

互
の
連
絡
協
調
を
図
り
、

漁
協
青
壮
年
部
活
動
の

強
化
を
促
進
し
、
漁
協

と
緊
密
に
連
携
し
て
水

産
業
の
発
展
や
漁
村

文
化
の
向
上
の
た
め
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
、
県
下
の
漁

協
青
壮
年
部
員
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
系
統
団

体
や
他
の
経
済
青
年
団

体
の
青
年
部
員
に
加
え
、

研
究
機
関
（
水
産
試
験

場
や
長
崎
大
学
等
）
と

も
定
期
的
に
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
長
崎
女
子
短
期

大
学
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
水
産
教
室
を
１
年
生
、

２
年
生
に
各
１
回
ず
つ
開
催
し
、
捌
く
魚
の
特
徴
等

の
情
報
や
捌
き
方
を
教
え
ま
し
た
。
ま
た
、
経
営
な

ら
び
に
地
域
活
動
等
の
成
果
を
発
表
す
る
「
全
国
青

年
漁
業
者
交
流
会
長
崎
県
大
会
」
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
「
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
青
壮
年
部
組
織
の
更
な
る
活
性
化
及
び
強

化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

本
会
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
青
壮
年
部
も
し
く
は

若
手
漁
業
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

●
事
務
局
：
長
崎
県
漁
連
指
導
課
内
（
担
当
：
兵
藤
）

●
電　

話
：
０
９
５

－

８
２
９

－

２
４
１
３

まぐろの解体ショーをHarufesで開催‼
……………………………………………………… 長崎県まぐろ養殖協議会

長崎県漁協青壮年部連合会会員・部員大募集
…………………………………………………… 長崎県漁協青壮年部連合会

　

さ
る
３
月
１
日
、
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
に
て
Ｋ
Ｔ
Ｎ
主
催
の�

Ｈ
ａ
ｒ
ｕ
ｆ
ｅ
ｓ
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

ま
ぐ
ろ
の
解
体
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

長崎女子短期大学との
水産教室の様子

全国青年漁業者交流会長崎県大会
表彰式の様子

ク
イ
ズ
に
回
答
し
て
い
る

子
ど
も
の
様
子

ク
イ
ズ
に
参
加
し
て
い
る

来
場
者
の
様
子
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ク
ロ
マ
グ
ロ
下
止
め
特
例
（
太
平
洋
ク
ロ

マ
グ
ロ
を
漁
獲
す
る
漁
業
者
に
対
し
発
動
ラ

イ
ン
を
過
去
実
績
で
固
定
す
る
仕
組
み
等
）

に
つ
い
て
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
獲
実
績
の
回

復
や
、
中
西
部
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会�

（
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）
で
の
増
枠
見
込
み
（
実
際

に
令
和
６
年
12
月
に
増
枠
）
か
ら
導
入
の
前

提
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
対
象
者
に
偏

り
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
見
直
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

●�

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
下
止
め
特
例
の
見
直
し
に

当
た
っ
て
は
、
漁
業
経
営
へ
の
影
響
を
考

慮
し
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

①�

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
対
象
と
す
る
漁
業

（
定
置
網
、
ま
き
網
、
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ

漁
業
等
）
に
つ
い
て
は
、
払
戻
判
定
金
額

を
特
例
的
に
引
き
上
げ
る
強
度
タ
イ
プ
特

例
を
引
き
続
き
維
持
す
る
。

②�

ク
ロ
マ
グ
ロ
下
止
め
特
例
を
直
ち
に
廃
止

す
る
の
で
は
な
く
、
経
過
措
置
期
間
を
設

定
。
具
体
的
に
は
、
５
年
後
（
令
和
11
年

度
）
の
漁
期
終
了
後
に
行
わ
れ
る
払
戻
し

か
ら
は
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
、
令
和

７
年
度
か
ら
段
階
的
に
（
毎
年
１
／
５
ず

つ
）
特
例
分
の
払
戻
し
を
削
減
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

⻑
崎
県
漁
業
共
済
組
合 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
５

－

８
２
２

－

１
６
８
０

積立ぷらすの再編・強化と経過措置
（クロマグロ下止め特例）
…………………………………………………………… 長崎県漁業共済組合

強度タイプを維持
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GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
業
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理
に
つ
き
ま

し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
令
和
７
管
理
年
度

（
第
11
管
理
期
間
）
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ

資
源
管
理
と
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
遊
漁
へ
の
規
制

措
置
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

長
崎
県
に
お
け
る
令
和
７
管
理
年
度
（
第
11

管
理
期
間
）
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
は
、中
西

部
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会（
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）

で
の
国
際
合
意
に
基
づ
き
、
我
が
国
は
平
成

22
年
か
ら
管
理
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
か
ら
、
30
㎏
未
満
の
小
型
魚

の
漁
獲
上
限
に
つ
い
て
は
平
成
14
年
か
ら
16

年
ま
で
の
年
平
均
漁
獲
実
績
か
ら
半
減
す
る

措
置
が
と
ら
れ
、平
成
30
年
１
月
か
ら
、30
㎏

以
上
の
大
型
魚
の
漁
獲
上
限
に
つ
い
て
は
同

期
間
の
平
均
漁
獲
実
績
を
超
え
な
い
措
置
が

と
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
漁

獲
上
限
は
、令
和
３
年
度
（
第
７
管
理
期
間
）

ま
で
、
小
型
魚
４
，０
０
７
ト
ン
、
大
型
魚�

４
，８
８
２
ト
ン
と
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
４
年
度
（
第
８
管
理
期
間
）
は
、
令
和
３

年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
に
お
い

て
大
型
魚
の
漁
獲
枠
が
15
％
増
で
合
意
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
都
道
府
県
管
理
枠
の
当
初

配
分
は
前
年
比
で
大
型
魚
11
％
増
、
小
型
魚

16
％
増
と
な
り
ま
し
た
（
大
臣
管
理
枠
と
の

調
整
の
結
果
、
小
型
魚
も
増
枠
）。

　

令
和
７
管
理
年
度
（
第
11
管
理
期
間
）
は
、

令
和
６
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ

に
お
い
て
初
め
て
小
型
魚
の
漁
獲
枠
が
10
％

増
、
大
型
魚
が
50
％
増
で
合
意
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
都
道
府
県
管
理
枠
の
当
初
配
分
は

前
年
比
で
小
型
魚
40
％
増
、
大
型
魚
72
％
増

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
県
へ
の
当
初

配
分
は
、
小
型
魚
が
８
７
９
・
９
ト
ン
（
都

道
府
県
区
分
に
お
け
る
全
国
シ
ェ
ア
30
％
）、

大
型
魚
が
２
３
４
・
７
ト
ン
（
同
シ
ェ
ア

８
％
）
と
、
前
年
か
ら
小
型
魚
が
１
５
１
ト

ン
増
、
大
型
魚
が
60
・
８
ト
ン
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
１
）
海
区
別
か
つ
採
捕
の
種
類
別
の
割
当
量

　

令
和
７
管
理
年
度
（
第
11
管
理
期
間
）
に

お
け
る
県
内
５
海
区
の
漁
船
漁
業
及
び
定
置

漁
業
へ
の
配
分
量
に
お
い
て
も
前
年
か
ら
増

枠
し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
数
量
を
も
と
に「
長

崎
県
く
ろ
ま
ぐ
ろ
Ｔ
Ａ
Ｃ
計
画
（
令
和
７
年

３
月
28
日
策
定
）」
に
沿
っ
た
ク
ロ
マ
グ
ロ

資
源
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

（
２
）
漁
獲
量
の
公
表
及
び
早
期
是
正
措
置

　

本
県
は
漁
業
法
第
31
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

県
全
体
、
海
区
別
か
つ
採
捕
の
種
類
別
等
の

漁
獲
量
が
割
当
量
７
割
を
超
え
た
場
合
、
又

は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
県
Ｈ
Ｐ
等
で

公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
公
表
後
は
、
同
法
第
32
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
関
係
漁
業
者
の
皆
様
に
は
消
化

率
７
割
、
８
割
、
９
割
の
各
段
階
に
応
じ
た

早
期
是
正
措
置
（
操
業
時
間
・
回
数
の
削
減

や
操
業
自
粛
（
放
流
）
等
）
を
講
じ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
割
当
量
を
超

過
さ
せ
な
い
よ
う
ご
対
応
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

令和７管理年度（第１１管理期間）における
クロマグロ資源管理について
…………………………………………………… 長崎県水産部　漁業振興課

（表１） 小型魚の割当量 大型魚の割当量
採捕の種類

海区
漁船漁業 定置漁業 小計 漁船漁業 定置漁業 小計

県南 6.321 0.333 6.654 1.396 2.131 3.527

県北 38.729 25.427 64.156 1.396 14.385 15.781

五島 138.650 28.367 167.017 1.609 26.520 28.129

壱岐 175.040 17.174 192.214 148.654 10.888 159.542

対馬 418.703 16.684 435.387 7.545 17.330 24.875

県留保枠 14.472 2.846

合計 879.900 234.700

※　数量は海区間融通や国からの追加配分等により変更する可能性があります。�（単位：トン）
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（表２）令和７年４月から令和８年３月における大型魚の採捕可能数量

（
３
）
漁
獲
報
告

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
は
平
成
30
年
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
漁
獲
し
た
場
合
は
、

同
法
30
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
県
へ
の
報
告

が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
で
は
週
次
報
告

（
火
～
月
曜
の
実
績
を
火
曜
日
に
報
告
）、
月
次
報

告
（
前
月
の
実
績
を
翌
月
１
日
に
報
告
）
の
ほ
か
、

消
化
率
７
割
公
表
後
の
漁
獲
が
あ
っ
た
日
ご
と
の

報
告
等
を
定
め
て
い
ま
す
。
本
県
の
ク
ロ
マ
グ
ロ

を
漁
獲
す
る
ほ
ぼ
全
て
の
漁
業
者
の
皆
様
は
、
こ

れ
ら
の
報
告
を
所
属
漁
協
に
委
任
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
関
係
漁
業
者
及
び
漁
協
の
皆
様
に
お
か
れ
て

は
、
引
き
続
き
適
時
適
切
な
漁
獲
報
告
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
参
考
）
長
崎
県
く
ろ
ま
ぐ
ろ
Ｔ
Ａ
Ｃ
計
画

https://w
w
w
.pref.nagasaki.jp/shared/

uploads/2024/03/1742977952.pdf　

令
和
７
年
度
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
遊
漁
へ
の
規
制

　

前
述
の
と
お
り
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
つ
い

て
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
で
決
定
し
た
国
際
ル
ー
ル
に

基
づ
き
、
漁
業
者
に
対
し
厳
格
な
数
量
管
理
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
遊
漁
者
に
つ
い
て

も
、
資
源
管
理
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
令

和
３
年
６
月
か
ら
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に

よ
る
規
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ロ
マ
グ
ロ
遊
漁
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

２
月
25
日
に
発
出
さ
れ
た
日
本
海
・
九
州
西
広

域
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
79
号
で
は
、「
小
型

魚
（
30
㎏
未
満
）
の
採
捕
禁
止
」、「
大
型
魚
（
30

㎏
以
上
）
の
採
捕
制
限
（
１
人
毎
月
１
尾
ま
で
）」

及
び
「
採
捕
報
告
の
義
務
（
遊
漁
者
が
大
型
魚
を

採
捕
し
た
場
合
に
は
、
陸
揚
げ
し
１
日
以
内
（
３

日
以
内
か
ら
期
間
短
縮
）
に
水
産
庁
へ
報
告
す

る
こ
と
、
報
告
内
容
も
船
の
情
報
等
追
加
）」
が

定
め
ら
れ
、
有
効
期
間
は
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
９
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
型
魚
に
つ
い
て
は
、
月
ご
と
に
採
捕
可
能
な
数

量
が
設
定
さ
れ
、
数
量
が
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
は
そ
の
時
期
中
の
採
捕
禁
止
が
公
示
さ
れ
ま

す
（
表
２
）。

　

ま
た
、
違
反
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
直
ち
に
農

林
水
産
大
臣
名
で
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
の
指
示

に
従
う
べ
き
旨
の
命
令
（
裏
付
け
命
令
）
が
発
出

さ
れ
ま
す
。
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、
漁
業
法
第

１
９
１
条
に
基
づ
き
、罰
則（
１

年
以
下
の
懲
役
、
50
万
円
以
下

の
罰
金
等
）
が
適
用
さ
れ
ま
す

の
で
、
関
係
漁
業
者
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
ご
承
知
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　

平
成
27
年
か
ら
開
始
し
た
ク

ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理
の
取
組
に

よ
り
、
最
近
で
は
、
沿
岸
へ
の

大
量
来
遊
や
、
漁
獲
サ
イ
ズ
の

大
型
化
な
ど
、
資
源
回
復
の
兆

し
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
評
価
上
も
資
源
管
理
の
効
果
が
あ

ら
わ
れ
て
お
り
、
資
源
が
急
激
に
回
復
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
令
和
７
管
理
年
度
（
第
11
管
理
期

間
）
に
つ
い
て
は
前
年
か
ら
増
枠
し
ま
す
が
、
限

ら
れ
た
本
県
配
分
量
の
枠
内
で
の
漁
獲
と
な
る
こ

と
か
ら
漁
獲
努
力
量
の
削
減
や
放
流
な
ど
、
関
係

漁
業
者
の
皆
様
に
大
き
な
ご
負
担
を
強
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
、
国
に
対
し
て
漁
獲
枠
の
拡
大
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
海
区
間
融
通
や
県
間
融
通
に
よ
り

ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
獲
枠
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（参考）クロマグロ遊漁に関するポスター
（水産庁作成）

時期 Ｒ７年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 Ｒ８年１月 ２月 ３月
数量 ５トン ５トン ５トン ５トン ５トン ５トン ５トン ５トン ５トン ５トン ５トン ５トン
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沿
岸
漁
業
を
対
象
と
し
た

ス
マ
ー
ト
水
産
業
へ
の
取
り
組
み

�

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場　
　

�

漁
業
資
源
部　

海
洋
資
源
科

は
じ
め
に

　
『
漁
業
・
養
殖
業
生
産
量
の
減
少
、
漁
業
就
業
者
の

高
齢
化
・
減
少
等
の
厳
し
い
現
状
に
直
面
し
て
い
る
水

産
業
を
成
長
産
業
に
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
近
年
技

術
革
新
が
著
し
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ･

Ｉ
ｏ
Ｔ･
Ａ
Ｉ
等
の
情
報

技
術
や
ド
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
技
術
を
漁
業
・
養

殖
業
の
現
場
へ
導
入
・
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
』

（
令
和
５
年
度
水
産
白
書
抜
粋
）
で
あ
り
、
民
間
や
公

的
機
関
で
ス
マ
ー
ト
水
産
業
に
関
わ
る
様
々
な
技
術
開

発
や
、
活
用
・
普
及
等
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

長
崎
県
に
お
い
て
も
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
３
年
度

に
、
九
州
北
部
３
県
や
九
州
大
学
、
民
間
と
連
携
し
た

水
産
庁
委
託
事
業
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
漁
業
技
術
開

発
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
２
月
発
行
の「
漁

連
だ
よ
り
」
で
、
水
温
や
塩
分
、
流
れ
等
の
予
測
情
報

を
閲
覧
で
き
る
ア
プ
リ
や
、
漁
業
者
参
加
型
観
測
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
事
業
終
了
後
の
活

動
状
況
や
、
新
た
な
取
り
組
み
事
例
等
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

海
況
予
測
閲
覧
ア
プ
リ（
海
の
天
気
予
報
）

　

前
述
の「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
漁
業
技
術
開
発
事
業
」

に
お
い
て
、
水
深
毎
の
水
温
、
塩
分
、
流
れ
を
予
測
で

き
る
海
況
予
測
、
い
わ
ゆ
る
「
海
の
天
気
予
報
」
を
開

発
し
、
現
在
、
流
れ
を
動
画
で
閲
覧
で
き
る
有
料
版
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
と
、
機
能
限
定
で
は
あ
り
ま

す
が
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ア
プ
リ
と
同
じ
精
度
の
予

測
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
専
用
で
す
が
、
ア
イ
フ
ォ

ン
で
も
同
様
の
機
能
を
利
用
で
き
る
ウ
ェ
ブ
ア
プ
リ
が

令
和
６
年
度
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
ウ
ェ
ブ

ア
プ
リ
に
興
味
が
あ
る
方
の
た
め
に
、
同
様
の
機
能
を

利
用
で
き
る「
お
試
し
版
」を
公
開
し
て
お
り
ま
す（
図

１
）。
文
末
に
リ
ン
ク
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
（
※
１
）。

図１：海況予測ウェブアプリ
　　　（お試し版）

漁
業
者
参
加
型
観
測
網
の
拡
大

　
「
海
の
天
気
予
報
」
は
、
九
州
大
学
が
開
発
し
た
海

洋
予
測
モ
デ
ル
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
予

測
モ
デ
ル
で
は
、
計
算
時
に
予
測
海
域
周
辺
の
人
工
衛

星
や
海
洋
観
測
等
の
デ
ー
タ
を
入
力
し
ま
す
が
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
予
測
値
が
現
場
の
値
と
乖
離
し
て
い

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
漁
業
者
が
操
業
を

行
う
漁
場
で
海
洋
観
測
を
行
う
、
漁
業
者
参
加
型
海
洋

観
測
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
予
測
モ
デ
ル
を
再
計
算
す

る
こ
と
に
よ
り
、
予
測
値
の
精
度
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
観
測
に
参
加
し
て
い
る
漁
船
数
は
、
先
に
「
漁
連

だ
よ
り
」
で
紹
介
し

た
令
和
３
年
度
の
20

隻
か
ら
33
隻
と
な
り
、

各
々
の
海
域
で
操
業

中
に
、
小
型
観
測
機

器
（
図
２
）
や
潮
流

計
に
よ
る
観
測
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

 　

観
測
デ
ー
タ
は
携
帯
電
話
通
信
に
よ
り
九
州
大
学
に

送
ら
れ
、
予
測
モ
デ
ル
の
再
計
算
に
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、

観
測
さ
れ
て
い
る
漁
業
者
に
と
っ
て
も
、
現
場
の
海
況

を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
漁

船
に
設
置
さ
れ
た
水
温
計
で
は
分
か
ら
な
い
、
海
中
の

海
況
変
化
（
棚
）
や
、
海
面
と
大
き
く
異
な
る
底
水
温

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
総
合

水
産
試
験
場
で
は
各
観
測
者
の
観
測
状
況
を
把
握
す
る

た
め
に
、
随
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
は
観
測
者
の
ほ
か
、
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、観
測
水
温
等
も
確
認
で
き
ま
す
（
※
１
）。

今
後
も
予
測
モ
デ
ル
の
向
上
の
た
め
に
は
、
漁
業
者
観

測
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
分
の
漁
場
海

況
を
知
り
た
い
等
、
漁
業
者
観
測
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

研
究
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動

　

前
述
の
水
産
庁
委
託
事
業
は
令
和
３
年
度
に
終
了

し
、
事
業
に
よ
る
成
果
を
活
用
し
て
ス
マ
ー
ト
水
産
業

水産試験場だより

図２：漁業者が簡易に扱える
　　　小型観測機器
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を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
新
た
に
研
究
連
携
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
し
て
「
ス
マ
ー
ト
沿
岸
漁
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｆ
ｉ
Ｎ
）」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
か
ら
長
崎
市
を
含
む
３
機
関
が
加
わ
り
、
現
在
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
産
・
官
・
学
27
機
関
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
と
し
て
の
Ｓ
Ｆ
ｉ
Ｎ
へ
の
参

画
は
長
崎
市
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｆ
ｉ
Ｎ
で
は

定
期
的
に
総
会
を
開
催
し
、
各
機
関
の
取
り
組
み
状
況

や
、
最
新
の
研
究
事
例
の
紹
介
と
併
せ
て
、
課
題
・
問

題
点
の
整
理
等
、
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
長
崎
県
は
離
島
を
含
み
対
象
海
域
が
広
い
た
め
、

市
町
と
の
連
携
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
回

の
長
崎
市
の
参
画
は
、
今
後
の
本
県
ス
マ
ー
ト
水
産
業

に
お
け
る
取
り
組
み
の
促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

Ｓ
Ｆ
ｉ
Ｎ
は
「
参
画
機
関
が
連
携
し
、
研
究
・
開
発

及
び
人
的
交
流
を
促
す
こ
と
で
沿
岸
漁
業
の
ス
マ
ー
ト

化
と
漁
家
経
営
の
改
善
を
目
指
す
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
長
崎
県
内
の
市
町
・
水
産
関
係
の
方
で
ス

マ
ー
ト
水
産
業
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

九
州
大
学
の
予
測
モ
デ
ル
を

用
い
た
新
た
な
取
り
組
み

　

予
測
モ
デ
ル
で
は
将
来
の
流
れ
の
状
況
に
つ
い
て
分

か
る
こ
と
か
ら
、
海
中
の
粒
子
の
動
き
に
つ
い
て
予
想

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
総
合
水
産
試
験
場

で
は
長
崎
大
学
と
共
同
研
究
を
行
い
、
予
測
モ
デ
ル
を

用
い
て
、
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
粒
子
と
見
立
て
る
こ

と
に
よ
る
赤
潮
移
流
予
測
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
赤
潮
の
挙
動
を
早
期
に
把
握
し
、

被
害
軽
減
を
目
的
と
し
て
養
殖
業
関
係
者
へ
の
迅
速
な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
漁

業
者
観
測
デ
ー
タ
に
よ
る
予
測
モ
デ
ル
の
精
度
向
上
を

図
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
正
確
な
赤
潮
移
流
予
測
が
可
能

と
な
り
、
赤
潮
対
策
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
定
置
網
や
沿
岸
の
釣
り
・
刺
網
等
を
操
業
さ

れ
て
い
る
漁
業
者
を
対
象
と
し
た
極
沿
岸
域
の
海
況
情

報
に
つ
い
て
も
作
成
し
、
試
験
的
に
情
報
配
信
し
て
い

ま
す
（
図
４
、
※
１
）。
こ
れ
は
、
九
州
大
学
が
従
来

の
予
測
モ
デ
ル
と
は
別
に
作
成
し
た
高
解
像
度
の
非
構

造
格
子
モ
デ
ル
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
お
り
、
よ
り
詳
細

な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
な
お
、
非

構
造
格
子
モ
デ
ル
も
入
力
デ
ー
タ
と
し
て
従
来
の
予
測

モ
デ
ル
の
値
を
使
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
漁
業
者
観
測

デ
ー
タ
に
よ
る
精
度
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。
現
在
、

五
島
、
有
明
海
・
橘
湾
、
伊
万
里
湾
の
情
報
を
配
信
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
非
構
造
格
子
モ
デ
ル
が
対
象
と

す
る
海
域
の
拡
大
に
応
じ
て
、
情
報
配
信
の
範
囲
を
拡

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

今
回
は
、
現
在
総
合
水
産
試
験
場
が
行
っ
て
い
る
沿

岸
漁
業
を
対
象
と
し
た
ス
マ
ー
ト
水
産
業
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、

現
場
の
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｆ
ｉ
Ｎ
へ
の
参
画
、
漁
業
者
観
測
へ
の
参
加
も

含
め
て
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（ab06011280@
pref.nagasaki.lg.jp　

海
洋
資

源
科
）

　（
※
１
）
な
お
、
本
誌
で

紹
介
し
た
各
情
報
の
リ
ン

ク
を
記
載
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く

は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス
を
ご

利
用
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
担
当　

高
木　

信
夫
）

水産試験場だより

https://marinelabo.sakura.ne.jp/
gyokaikyo/info.html

図４：極沿岸域海況情報
　　　（有明・橘湾）

図３：赤潮移流予測試験結果の一例

漁連だより No.355／2025.02･03 11漁連だより No.355／2025.02･03



漁船海難月報

漁連だより No.355／2025.02･0312 漁連だより No.355／2025.02･03



（有）正文社印刷所

漁連だより No.355／2025.02･03 13漁連だより No.355／2025.02･03



漁連だより No.355／2025.02･0314 漁連だより No.355／2025.02･03



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
問い合わせ先　　　ＪＦ長崎漁連　購 買 課　 　　TEL　095-829-2419

ＪＦグループ

お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー

長崎県漁連 WEBサイトアドレス
http://www.nsgyoren.jf-net.ne.jp/

発行／長崎県漁業協同組合連合会
〒 850-8686　長崎市五島町２番 27号　TEL095-829-2413

年間購読料 2,000 円（会員の購読料は会費に含む）
漁連だより No.355／2025.02･03

「ギョレンオイル大漁」
発売から50年

中・小型漁船の高速エンジン用（SAE30、40、15W-40）

大・中型漁船の中・低速エンジンオイル（SAE30、40）

大・中型漁船の長期航海用（30、40）
小型高出力エンジン用のロングライフオイル（15W-40）

耐荷重性に優れた漁船用油圧作動油（ISO VG32、46）

陸上冷凍装置から遠洋漁業の超低温冷凍装置まで
（ISO VG32、46）

「ギョレンオイル大漁」は、漁船で使用される機
械とその使用条件を考慮して定めた規格に合わせ
て開発した、漁船のためのエンジンオイルです。


